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うえ、ご自身でご判断ください。
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1月6日の国内株式市場の下落について
米国金融政策とオミクロン株への懸念強まる

1/1

2022年1月6日

FRBの金融引き締め前のめり感と新型コロナの感染者急増を警戒

1月6日の国内株式市場は、日経平均株価が2.88％下落、TOPIXが2.07％下落しました。前日の米国株

式市場で、ナスダック総合指数が3.34％下落したことなどの影響です。株価下落の原因としては、①12月

開催のFOMC（米国連邦公開市場委員会）議事録と、②新型コロナウイルスの感染状況が挙げられます。

FOMC議事録は、FRB（米国連邦準備制度理事会）が金融引き締めに前のめりであることをうかがわせ

る内容でした。大方の予想以上に、量的金融緩和で拡大したバランスシートの縮小について議論していま

した。利上げを含め、金融引き締めを「早く」かつ「速く」との参加者の意見が随所に記されていました。

新型コロナウイルスに関しては、オミクロン株の拡大で感染者が急増していることが懸念されます。オ

ミクロン株の重症化率は低いとの複数の報告は安心材料ですが、医療従事者も巻き込んで感染者が著増し

ている点は注意が必要でしょう。医療崩壊の予防のために行動制限などが強化される可能性があります。

今後ですが、米国金融政策に関して、インフレの主因である供給制約に改善が見られ始めた点は、引き

締め加速懸念を和らげる好材料といえそうです。一方、新型コロナに関しては、しばらく状況を注視せざ

るを得ないでしょう。ただ、金融引き締めと新型コロナのリスクにはトレードオフの側面もあることや、

景気が直ちに腰折れする可能性は低いとみられることから、株式市場がこのまま大幅な調整に陥るリスク

は小さいと考えています。

（万人）（円）

（出所）ブルームバーグより大和アセット作成

※いずれも7日移動平均

（2020年3月初～2022年1月5日）

世界の新型コロナウイルス感染状況日経平均株価と米国2年国債利回り

（出所）ブルームバーグ

※米国2年国債利回りは1月5日まで

（2021年1月初～2022年1月6日）
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